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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 16,769 △28.9 △425 ― △211 ― △194 ―
21年3月期第1四半期 23,594 ― 744 ― 760 ― 381 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △2.31 ―
21年3月期第1四半期 4.30 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 80,865 27,687 32.9 314.95
21年3月期 83,284 26,815 31.0 305.26

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  26,603百万円 21年3月期  25,787百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00
22年3月期 ―
22年3月期 

（予想）
0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

36,000 △29.3 △1,000 ― △1,000 ― △1,000 ― △11.46

通期 75,000 △22.1 0 △100.0 0 △100.0 0 ― 0.00
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・上記の予想につきましては、現場で判断しうる一定の前提、仮定に基づいています。今後発生する状況の変化によっては、異なる業績結果となることも予
想されますのでご了解ください。なお、業績予想に関する事項は、４ページ【定性的情報・財務諸表】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 91,145,280株 21年3月期  91,145,280株
② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  6,675,391株 21年3月期  6,666,944株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 84,470,954株 21年3月期第1四半期 88,623,654株
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当第１四半期連結累計期間においては、当社グループの主要得意先である鉄鋼業界の国内粗鋼生産量が

前年同四半期連結累計期間に比べ38.5％減少し、これに伴い耐火物需要も大幅に減少しました。これによ

り、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ28.9％減収の167億69百万

円となりました。 

損益については、購買費用、労務費等のコストの削減に向けた各種取り組みを実施しましたが、売上高

の大幅な減少の影響を受け、営業損失は４億25百万円（前年同四半期連結累計期間は７億44百万円の営業

利益）、経常損失は２億11百万円（前年同四半期連結累計期間は７億60百万円の経常利益）となりまし

た。また、四半期純損失は１億94百万円（前年同四半期連結累計期間は３億81百万円の四半期純利益）と

なりました。 

これにより、１株当たり四半期純損失は２円31銭（前年同四半期連結累計期間は４円30銭の１株当たり

四半期純利益）となりました。 

  

事業の種類別セグメントの状況は次のとおりです。  

［耐火物事業］ 

粗鋼生産量の落ち込みに伴う耐火物需要の減少により、耐火物事業の売上高は、前年同四半期連結累

計期間に比べ28.9％減収の128億16百万円、営業損失は３億37百万円（前年同四半期連結累計期間は７

億13百万円の営業利益）となりました。 

［築炉事業］ 

工事案件の減少等により、築炉事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ21.9％減収の27億

92百万円、営業利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ16.1％減益の２億40百万円となりました。 

［ファインセラミックス事業］ 

主力ユーザーである半導体製造装置業界の市場環境の悪化が継続しており、ファインセラミックス事

業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ58.2％減収の４億48百万円、営業損失は１億74百万円

（前年同四半期連結累計期間は33百万円の営業利益）となりました。 

［不動産事業］ 

不動産事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ2.0％減収の２億48百万円、営業利益は、

前年同四半期連結累計期間に比べ7.6％増益の74百万円となりました。 

［その他の事業］ 

住宅等の建設投資の低迷継続による建材、景観材の売上減少の結果、その他の事業の売上高は、前年

同四半期連結累計期間に比べ30.7％減収の４億63百万円となりました。景観材事業の事業所整理による

コスト削減等により、営業利益は24百万円（前年同四半期連結累計期間は30百万円の営業損失）となり

ました。 

  

所在地別セグメントの状況は次のとおりです。  

［日本］ 

国内粗鋼生産量の落ち込みに伴う耐火物需要の減少等により、日本での売上高は、前年同四半期連結

累計期間に比べ29.0％減収の156億26百万円、営業損失は３億26百万円（前年同四半期連結累計期間は

４億57百万円の営業利益）となりました。 

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

黒崎播磨㈱(5352)平成22年３月期　第１四半期決算短信

－3－



［その他の地域］ 

昨年後半から続く世界的な鉄鋼減産の影響を受け、特に欧州地域における耐火物需要の落ち込みが大

きく、その他の地域での売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ41.0％減収の18億18百万円、営業

利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ65.6％減益の１億８百万円となりました。 

  

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に対し24億18百万円減少して、808億65

百万円となりました。流動資産は同43億54百万円減少の389億79百万円、固定資産は同18億84百万円増

加の418億34百万円となりました。また、社債の発行により、社債発行費51百万円を繰延資産として計

上いたしました。 

流動資産減少の主な要因は、売上減少に伴う受取手形及び売掛金の減少、及び在庫削減に伴う棚卸資

産の減少によるものです。固定資産増加の主な要因は、当社グループ保有株式の株価上昇による投資有

価証券の増加及び有形固定資産の取得によるものです。 

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に対し32億90百万円減少して、531億77百

万円となりました。流動負債は同125億１百万円減少の272億85百万円、固定負債は同92億11百万円増加

の258億91百万円となりました。 

流動負債減少の主な要因は、短期借入金の返済と支払手形及び買掛金の減少によるものです。固定負

債増加の主な要因は、社債の発行によるものです。 

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に対し８億71百万円増加して、276億87

百万円となりました。 

純資産増加の主な要因は、当社グループ保有株式の株価上昇によるその他有価証券評価差額金の増加

によるものです。 

この結果、自己資本比率は32.9％となりました。 

また、１株当たり純資産額は、前期末の305円26銭から314円95銭となりました。 

  

平成21年５月14日に公表した第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想については、現時点では

変更はありません。 

なお、粗鋼生産量の変動により耐火物需要も変動し、その結果、業績予想値が大きく変動する可能性が

あります。 

  
  

該当事項はありません。 

①簡便な会計処理 

１ 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著し

い変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高

を算定しています。 

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産

(2) 負債

(3) 純資産

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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２ 棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会

計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっています。 

３ 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却の額を期間按分し

て算定する方法によっています。 

４ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定については、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なも

のに限定する方法によっています。 

繰延税金資産の回収可能性判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来

の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっています。 

５ 工事原価総額の見積方法 

工事原価総額の見積りに当たり、当第１四半期連結会計期間末における工事原価総額が前連結

会計年度末に見積った工事原価総額から著しく変動しているものと認められる工事契約を除き、

前連結会計年度末に見積った工事原価総額を、当第１四半期連結会計期間末における工事原価総

額の見積額とする方法によっています。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

①完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用していましたが、「工事契

約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計期間より

適用し、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、進捗部分について成果の確実性が認め

られる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事につい

ては工事完成基準を適用しています。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、売上高は72百万円、売上総利益は16百万円増加し、

営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ16百万円減少しています。  

なお、セグメント情報に与える影響は当該箇所に記載しています。 

②重要な減価償却資産の減価償却の方法の変更 

当社は、前連結会計年度の第３四半期連結会計期間より、築炉事業におけるユーザー構内の一部有

形固定資産のうち、平成20年10月１日以降に取得した有形固定資産につき、減価償却方法を定額法か

ら定率法に変更したため、前第１四半期連結会計期間と当第１四半期連結会計期間で築炉事業におけ

るユーザー構内の一部有形固定資産について減価償却方法が異なっています。 

なお、前第１四半期連結会計期間に変更後の減価償却方法を適用した場合、当該期間の売上総利

益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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